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れる半径約800mが理想の ｢まち｣であり,元気で健康な在宅高齢者,商店街の商業者と社会福祉協議会 ･消防署 ･医療
機関が連携してシステムを構築し,健康でない在宅高齢者のケアを考慮した,安心で安全な ｢まちづくり｣における商店
街の果たすべき役割を提案した0
本研究では,車を使用することなく歩いて暮らせるコンパクトな ｢まち｣として,商店街の活性化こそが,少子化を迎
えた多くの高齢者にとって安全で住みやすい ｢まち｣を形成する基礎となり,高齢者が住みやすい ｢まち｣は,とりもな
おきず一般市民にとっても住みやすく安全 ･安心な ｢まち｣となると結論づけた｡
論文幸査結果の要旨
政令指定都市の中でも最も高齢化が進んでいる北九州市の若松区と戸畑区の商店街の来街者を対称
に,高齢者の商店街に対するニーズや自宅から商店街までの距離,時間,移動方法を調査し,今後の商
店街の生き残り対策を検討した結果,以下の点が示された｡
1.個々の店舗単独の店づくりではなく,街全体の中での商店街の位置づけを考え,商店街全体として
の役割 ･方向性を正しく認識することが,今後の商店街の発展につながる｡
2.高齢者が自立した日常生活を送るためには,歩いて行ける商店街は不可欠な存在であるD中心市街
地には,商店街,公共施設,病院,金融機関などが存在し,徒歩や自転車で回れば生活に必要な用がす
べて満たされる半径役800m圏内が在宅高齢者の居住志向にマッチしている｡
3.元気で健康な在宅高齢者,商店街の商業者と社会福祉協議会 ･消防署 ･医療機関が連携してシスチ
ムを構築し,健康でない在宅高齢者のケアを考慮した安心で安全な街作りにおいて,商店街の果たすべ
き役割を目指すことが高齢者のための商店街として生き残り･活性化につながるOすなわち,在宅高齢
者と商店街のコミュニケーション機能を張り巡らすことが需要であり,具体的には,地域のために活動
したいと希望する在宅高齢者とともに地域連携システムを組織し,商品の販売･配達とともに,介護と
の連携や安否確認,ゴミ出しの手助け,よろず相談といったサービスの提供などの付加価値をもった福
祉サービスの提供に,商店街の生き残りをかけることが必要となる｡
以上のように,本論文は,在宅高齢者の居住志向を配慮した安全 ･安心な街作りを理念として,今後
の商店街が,在宅高齢者のケアを含めた販売促進を実施することによって,新しい商業形態を模索しな
がら活性化を実践していくために有効なビジネス ･モデルを提案している｡
学位審査委員会は,学位論文の内容,論文発表会での内容 ･質疑応答等を総合的に評価し,本論文は
博士 (工学)に値するものと判断した｡
